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■「アルコール依存症による自死」をなくすために
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群馬司法書士会自死問題対策委員会委員長 吉田幸男 

１）シンポジウムの開催 

「『アルコール依存症による自死』をなくすために」をテーマとする公開シンポジウムが、平成２６年３月１５日群馬県前橋市の生涯学習セ

ンターにて、主催：群馬司法書士会、後援：群馬県・前橋市で開催されました。１３０人入る会場に参加者８９名とほぼ会場も埋まり、過去

群馬司法書士会が開催した自死に関係するシンポジウムの中で、最も参加者の多いものとなりました。 
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この盛況は、ＡＡの協力があったからです。開催の２か月前から準

備のための委員会を毎週木曜日の夕方６時から開いていましたが、

毎週ＡＡの方に参加していただき、いろいろとアドバイスを受け、ま

た開催案内のチラシの配布にも協力していただき、もちろん当日も

ＡＡのたくさんの方が参加していただいたからです。 

シンポジウムでは、第一部としてＡＡメンバーの体験談。第二部で

は、ホームレス支援ＮＰＯ団体「ＴＥＮＯＨＡＳＩ」の代表で精神科医

の森川すいめい氏の講演がありました。この中で、全国の中でも極

めて自殺率の低い徳島県旧海部町が紹介されました。この町で行

われているゆるやかな人とのつながり方としての「立話（たちばな

し）」を会場のまったく知らない人５人ほどでグループを作り、実際に

「なぜお酒を飲むのか」を「立話」するというワークショップも体験しま

した。互いに適度なお節介を焼くことにより、孤立を防ぎ、『生き心地

の良い町』（岡壇著）を作っていることが紹介されました。他人の意

見を尊重し、無理強いをせず、人とのかかわりを形成していくという

のは、ＡＡにも共通することではないかと私には感じられました。 

第三部では、ＡＡメンバー、アルコール依存症者の家族の方、森

川すいめい氏、群馬県こころの健康センターの保健師、アルコール

依存症専門病院のソ－シャルワーカーである精神保健福祉士、司

法書士を交えて、パネルディスカッションが行われました。違う立場

の人がそれぞれ意見を出し合う初めての試みで、話がうまくかみ合

わない面もありましたが、見えていなかった互いの立場も見えて非

常に有意義なものとなりました。 

２）私とＡＡとの出会い  

私には小学５年からの知り合いで、中学では同じサッカー部だっ

た友人がいます。かれこれ４５年ほどの付き合いですが、彼がアルコ

ール依存症だと知ったのは、ほんの５年前です。彼がアルコール依

存症の診断を受けたのは２７年も前ですが、私は５年前までアルコ

ール依存症だということを知りませんでした。彼は５年前に、私の所

へ債務整理の依頼に来ました。借金の原因は、アルコールでした。

アルコールで借金を作り、仕事を失っていました。債務整理の手続

を進めていく間、彼はアルバイトをしながらがんばっていましたが、

何度か酒に走り、最後は飲酒運転で車が大破する自損事故を起こ

し大ケガをし、入院しました。病院にお見舞いに行った私に「もう酒

は止めてがんばる」と言ったのに、退院すると、また連続飲酒。家族

に連れられアルコール専門病院に入院し、ここでＡＡのミーティング

のことを知り、今日までアルコールのない生活を続けています。 

私は彼に誘われて、何度かＡＡのミーティングに参加する機会を

得ました。彼のアルコール依存症を知ってから何冊かの本を読み知

識は得ましたが、それは表面的なことだけが書かれていることにＡＡ

のミーティングに参加して気づきました。ＡＡのミーティングで、アル

コール依存症になるまでの、十人十色のさまざまな問題、悩みを聞

くにつけ、このアルコール依存症の奥深さを知ることができたのです。

私は５０才になるまで、アルコール依存症という言葉は知っていまし

たが、その実態と言うものについてはまったく知りませんでした。彼

によりＡＡに出会い、アルコール依存症について理解を深めること

ができたのです。群馬県に３００人いる司法書士の何割がアルコー

ル依存症について理解しているでしょうか。１割にも満たないのでは

ないでしょうか。一般の人にとっては、さらに知らない人が多いので

はないでしょうか。 

３）今後のＡＡと司法書士 

今回のシンポジウムは、自死問題対策委員会の委員長になった

私が、たまたまＡＡメンバーである友人と立話をしていた時に、ＡＡ

の人も携帯やメールがつながらなくなったと思ったら自殺や突然死

していることが多いという話が出たことがきっかけとなっています。ほ

んの偶然から始まった企画ですが、司法書士が債務整理という仕事

を行っていく上で、その背後にあるアルコール依存症について理解

をするよい機会となり、またＡＡの人にとっても、自分たちのことを他

の人に理解してもらうよい機会になったのではないでしょうか。しかし、

まだまだ道半ばというより、互いに理解をする道に着いたというところ

ではないでしょうか。

アルコール依存症

の人への誤解がな

くなり、アルコール

依存症であることを

隠すことなく、アル

コール依存症でも

「生き心地の良い

町」にするために活

動を継続していきたいと思います。 
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■群馬司法書士会シンポジウム報告 
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3月15日に群馬司法書士会主催のシンポジウム「『アルコール依

存症による自死』をなくすために」が開かれましたので、その様子を

報告いたします。 

当日は司法書士のみなさまにとどまらず、医療関係者・行政関係

者・一般市民、家族、そして AA メンバーの 100 名近い参加で開か

れました。 

パネルディスカッションでは、AA メンバーの経験の話に基づき、

それぞれの立場からの発言がありました。 

群馬県こころの健康センターの保健師の方からは、「本人が相談

に来ることはまずなく、困っている家族から。時間がかかること、家

族が健康を取り戻すこと、本人の問題は本人に責任を取らせること、

そして家族が変われば本人も変わっていくことから家族教室を開

いている。ひとつのところで解決できる問題ではない。いろいろな

相談機関をうまく使って、つながってみんなで支えていくことが大

切。依存症からの回復は、厚みのある人間になっていくことでもあ

る」との話がありました。 

地元の専門病院である赤城高原ホスピタルの精神保健福祉士

の方からは、「回復者の話で家族が希望を持つことが大切。急が

ば回れという言葉もあるように、困っている人から専門機関にかか

わっていく。本人を無理に連れてきても、本人のこころの準備がで

きているかが大切。誰がどう動けるか考えること」 

また精神科医からは「久里浜病院での勤務経験から、医師がで

きることは少ないと思った。医師が本人をコントロールしないことが

大切。そういう意味で、動機付け面接法がとられるようになってきた。

酔っていない時に、何とかしてほしいという本音を話してくれる。人

間と人間の関係性を大切にしたい。問題なのは『生きづらさ』。アル

コールの問題は社会全体の中の問題でもある」 

家族の方からは、「『死んでくれたら・・』と思った時もあったが、い

までは AA の中で穏やかな毎日があり、大切な家族になった」 

司法書士の方からは、「司法書士は業務で多重債務の整理を扱

うゲートキーパーとしての役割もある。また、アルコール依存症者と

離婚に関することでも関わることもあるし、司法の場で関わることも

ある。昨年 12 月にアルコール健康障害対策基本法ができたが、あ

まり知られていない。2011 年にWHO でアルコールの危険を低減

する世界戦略が出され、それを踏まえてのもの。ミーティングにも参

加させていただいたが、その悩みの奥深さを感じる。お互いに弱さ

を知り合っているゆえの AA のきずなの強さを感じるし、逆に励まさ

れる」 

パネリストの AA メンバーは次のように感想を寄せています。「参

加してみて、アルコール依存症と云うものが詳しく知られていない

事を実感しました。実際にアルコール依存症者と『大酒飲み』『タチ

の悪い酒のみ』と境界線も曖昧ですが……今回の様なキッカケが

あるとスタッフのなかでも、もしかかしたら自分もとか興味を持つ方

がいらっしゃいました。アルコール依存症が病気であること、飲まな

いでＡＡ等に参加し社会復帰が可能である事を多くの人に知って

もらいたいと感じました。それにはＡＡメンバー各自が回復し実績を

重ねる事が必要なのかな!?」 

今回のシンポジウムには AA群馬地区のメンバーが企画段階か

ら協力させていただきました。昨年秋に群馬で開かれた関東甲信

越地域広報委員会主催の支援者向け広報フォーラムにも司法書

士の方が参加してくださり、それを契機として群馬司法書士会でモ

デルミーティングも開かせていただきました。司法書士の方が仕事

の上でアルコール依存症者と関わることは思っているより多いよう

です。参加してみて、司法書士の方々の社会的使命の思いに触

れ、それぞれの地域の司法書士会への広報の大切を改めて感じ

ました。 

 

■各地域より 
中四国地域矯正保護施設小委員会のあゆみ 
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中四国地域矯正連絡委員 小松原 

２００９年８月に、中四国地域委員会のなかで発足した「中四国

地域矯正保護施設小委員会」のこれまでのあゆみを、年表形式で

ご紹介したいと思います。 

    ^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

２００５～  ：更生保護施設ひまわり寮（山口県山口市三和町） 

        メッセ－ジ（偶数月第３日曜日）メンバー１名ないし２名 

        特記事項：メッセンジャー不足 

        （矯正施設への馴染みなしで枯渇問題） 

        女性メンバーの服装（肌の露出の多いものなどは厳禁） 

２００７．５月：島根あさひ社会復帰促進センタ－開設の話を聞く 

２００７．７月：第２回全国矯正施設フォ－ラムの開催地に立候補 

２００８．３月：第２回全国矯正施設フォ－ラム IN 山陰開催 

       ＊島根あさひ社会復帰促進センタ－へAAのメッセ－ジ      

       を届けられるよう依頼、交渉 

２００８．１０月：島根あさひ社会復帰促進センタ－開設 

       ＊島根あさひ社会復帰促進センタ－へAAのメッセ－ジ 

       を届けられるよう依頼、交渉 

２００９．６月：島根あさひ社会復帰促進センタ－でモデルミ－ティング 

        開催（大好評）（年１回） 

       ＊モデルミ－ティング登録メンバ－が参加（男女問わず） 

       ＊毎年１０名程度登録者あり  

       ＊モデルミ－ティングを毎年行っているが年々内容も 

       充実して施設側にも訓練生側にも好評 

       ＊モデルミ－ティングの内容 

       午前、午後の２部制で小グル－プミ－ティングの形で 

       行っている。 

２００９．８月：中四国地域矯正保護施設小委員会発足 

２００９．１０月：第 1 回中四国地域矯正保護施設小委員会開催 

       （年３回）  

２０１１．１０月：島根あさひ社会復帰促進センタ－メッセ－ジ開始    

       （第１．３水曜日月２回） 

       ＊メッセ－ジ登録メンバ－（現在１５名）が交代で参加        

       （必ず男性メンバ－が入って、３～４名参加） 

       ＊メッセンジャ－の日程表を作成し施設に提出 

       （４月～９月・１０月～３月） 

       ＊施設事前登録制度 

       特記事項：女性メンバーの服装 

       （肌の露出の多いものなどは厳禁） 

       ＊受刑者と呼ばずに訓練生と呼ぶ 

２０１１・５月：第１回中四国地域矯正保護施設ワークショップ開催  

       （山口）2 年に一度開催予定 
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２０１３．９月：第２回中四国地域矯正保護施設ワークショップ開催 

       （広島） 

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

＊ゆっくりではあるが着実に進歩していると思う。 

＊年３回の小委員会の他にメ－リングリストを利用して必要に応じ  

て意見交換を行っている。 

＊メッセ－ジを運んでいて最初は頑なに感じられた未来の仲間が、 

年を重ねるごとに柔軟で明るく自分の病気の部分を認めようと努

力している事が伝わってくる気がしている。 

病気から回復するためには自助グループ参加が重要なことも解っ

てもらえるようになり、メッセ－ジのミ－ティングで未来の仲間がニ

ックネ－ムをつけてこられ、施設を出たらこのニックネームで 

ミ－ティングに参加すると言われるようになってきた。 

＊社会復帰促進センタ－を出た方が、保護施設に入られ前向き

に社会復帰をまざしておられる事例も目にしている。 

今苦しんでいる人にメッセ－ジを運ぶこと・・・中四国地域の小さな

小委員会ですが、確実にメンバ－としての責任を果たしつつある

ことを実感しています。 

 

■常任理事会より 
ＷＳＭ評議員を務めるにあたり 
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ＷＳＭ評議員 野崎 

 今年、ポーランド、ワルシャワで開催されるＷＳＭ（ワールドサー

ビスミーティング）は数えて２３回目になる。１９６９年にビル・Ｗが提

案して設立され、２年に一度開催されてきた。ニューヨークとＷＳＭ

会場選定委員会が選定する、アメリカ・カナダ以外の都市とを、交

互に会場としている。 

 日本は１９８６年の第９回ガテマラから、評議員を選出して参加

を始めた。これまで１３人のＷＳＭ評議員が、非常にたくさんの経験

と力と希望のメッセージを日本のメンバーに届けてくれた。参加以

来、ＷＳＭ報告書を翻訳している出版局にも感謝している。 

 もちろん、日本も自分たちの経験を紹介し、多くの国々にメッセ

ージを届けている。 

ＡＡ（アルコホーリクス・アノニマス）が世界中に広がり、アルコール

の問題で苦しんでいる人たちへ解決の道筋を伝えていることはご

承知のとおりである。しかしながら、まだこの希望のメッセージが届

いていない所は非常に多くあることも事実で、このことを忘れてはな

らないのだろう。 

奇跡的にメッセージが届けられ、今、飲まない生き方ができている

私たちは、何ができるのかを、それぞれに問いかけることが求めら

れていると思う。 

どうしようもない酒飲みだった私が、新しい生き方を歩いて来るこ

とができたのは、ＡＡのプログラムと、一緒に歩いてくれた、たくさん

の人たちのおかげである。ありがたいことで感謝しきれないほどの

恩恵をいただいた。 

新しい生き方の中で、サービスのお手伝いをする仕事をいただき、

その内容の奥深さを垣間見ることができ、以来たくさんの人々と出

会う機会を得た。その中で思うのは、１９３５年の運命的な出会いか

ら、一貫して今日まで流れ続いている「ＡＡの愛」である。多くの絶

望的なアルコホーリクに、命を与えるメッセージが時を越えて伝えら

れている。 

そしてこの目的の達成のため、自己のプログラムを徹底的に行い、

犠牲的な献身をすることによって自分自身の飲まない生き方がで

きるようになり、孤独から開放され、新しい自由、新しい幸福を知る

ことができるようになった。 

今回、ＷＳＭ評議員に選出されたことは、またひとつ奉仕をさせ

ていただける機会をいただいたと感謝している。私のつたない英語

では通訳なしでのコミュニケーションは難しい、幸いなことに有能な

通訳が与えられたので精一杯、様々な経験をもらい、日本の経験

を伝えてこようと思っている。 

何か他の国々に尋ねてみたいことがあったら、ぜひＪＳＯまでお知

らせして欲しい、なんとか機会を見つけて聞いてくるつもりだ。 

 

「ＷＳＭの基本的な目的は、あらゆるＡＡ活動と同様、国籍、

言語を問わず、まだ苦しんでいるアルコホーリクにメッセージを

運ぶことである。・・・・・・」 

１９７４年ロンドン第３回ＷＳＭステートメントより抜粋。 

 

アル法ネットへの賛同について 
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NPO 法人 AA日本ゼネラルサービス（JSO） 理事長 中山 

 常日頃より、NPO 法人 AA JSO へのご支援とご協力を賜り

ありがとうございます。 

 NPO法人 AA日本ゼネラルサービス（JSO）がアル法ネット

の賛同団体になったこと、および今年 5 月 25 日に東京で開か

れた「アルコール健康障害対策基本法推進の集い in 東京」の

後援団体となったことについて、その経緯と目的を説明させて

頂きます。 

■基本法の成立 

 2010年に世界保健機関（WHO）が「アルコールの有害な使

用を低減するための世界戦略」を決議しました。これにより日

本でも不適切な飲酒とその結果に対する対策が必要となりま

した。そこで医療関係者（アルコール関係の３学会）、当事者

団体（全日本断酒連盟）、市民団体（アルコール薬物問題全国

市民協会＝ASK）が中心となって呼びかけを行い、アルコール

関連問題基本法推進ネット（アル法ネット）」が発足しました。 

 アル法ネットへの賛同は徐々に増え、現在では 371団体に達

しています。その運動が実を結び、2013年 12月の国会にて全

会一致で「アルコール健康障害対策基本法」が成立しました。 

■基本法と AAの関係 

 基本法ではこう定められています。 

 

 以前より AA日本常任理事会からも JSOからも、国や自治体

に働きかけ「どうか AAを回復のための資源として活用してく

ださい」というお願いをしてきました。ところが日本の行政は

縦割りになっており、厚生労働省、法務省、警察庁、文部科学

省などに、しかも部局別に働きかけねばなりませんでした。そ

れは容易ではありませんでしたし、また地方自治体となるとそ

の数は膨大なものです。 

 基本法は 2014 年 6 月に施行され、2 年以内に国は「アルコ

ール健康障害対策推進基本計画」を策定します。国のアルコー

（民間団体の活動に対する支援） 

第 22条 国及び地方公共団体は、アルコール依存症にかか

った者が互いに支え合ってその再発を防止するための活動

その他の民間の団体が行うアルコール健康障害対策に関す

る自発的な活動を支援するために必要な施策を講ずるもの

とする 
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ル関係の施策はこの基本計画に従って進められることになり

ます。基本法には、国・自治体は AAのような民間団体の活動

を支援することが挙げられています。今後、AA の活動がやり

やすくなって多くのアルコホーリクが AAで助かるようになる

のか、それとも AAが活動しにくくなってしまうのか、どちら

になるかは国の基本計画に AA の存在が反映されるかどうかに

かかっています。 

 基本計画づくりに当たっては、国は当事者を含む関係者会議

を開いて意見を聞くことになっています。ところが、AAや JSO

はこの法律の運動には関わってこなかったので、関係者会議に

席を得る可能性はありませんでした。なんとか、国に AAの活

動に必要な情報を届けるパイプを作らねばならない・・しかし

その方法がない、という手詰まりの状況でした。 

■交渉 

 そんなおりに、アル法ネットの事務局の方から「AA も賛同

団体に加わり、それによって AA の要望を国に届けらどうか」

というご提案をいただきました。たいへんありがたいお話とと

らえ、AA 日本常任理事会にもお伝えしましたが、常任理事会

が関わるべき事柄ではないというご判断でした。そこでアル法

ネット側にも事情をご理解いただいた上で、NPO法人 AA日本

ゼネラルサービス（JSO）が賛同団体となることとしました。

この NPO 法人は、2004 年に設立されたもので、AA の 12 の

伝統の要請に従って、AAが霊的な事柄を、NPO法人が物質的

な事柄を扱うようになっています。AAは 12の伝統などに従っ

て霊的に健全に保たれ、NPO 法人は物質世界の要請に応えて

いく仕組みです。 

 NPO法人の理事会では交渉の期限に従って、定款第 27条の

急を要する場合の電子メールによる理事会決議を行い、2014

年 3 月にアル法ネットに賛同の意志を伝えました。同時に、5

月 25 日に東京荒川で行われる「推進の集い in 東京」の後援

団体ともなりました。 

 このチラシには後援団体の一覧が掲載されております。当初

は各団体の法人格も明記されていましたが、紙面の都合で法人

格表記がすべて割愛されました。JSOのみ NPO法人と明記し

ていただくような特別扱いはできず、「AA日本ゼネラルサービ

ス（JSO）」とのみ表記されました。そして、配られたこのチラ

シを見て、AA が後援団体となったと思われ驚かれた方もいら

したと聞き及んでおります。皆様への一連のご報告が遅くなっ

たために、ご心配をおかけしましたこと深くお詫びします。 

■成果と今後 

 「推進の集い in 東京」には 1,150 人が参加しました。当事

者が体験を発表する場面では、AA メンバー（女性）が話をさ

れました。ロビーでは AA 日本 40 周年記念集会のポスターが

張られ、チラシや「AA インフォメーション」の配布が行われ

ました。アルコール問題に関心を持つ多くの人に、AA の存在

や 40周年集会を強くアピールできました。 

 基本法の施行に関連して、NHK が女性のアルコール依存症

について番組で取り上げることになり、関係者の紹介があって、

5月23日にJSOにて女性のモデルミーティングが取材され、6月

4日に放映されました。 

 国の関係者会議で JSO が席を得る見通しは今のところあり

ませんが、会議に出席されるであろう当事者代表や市民団体代

表の方に今後の AA活動に必要な情報を託して、代わって伝え

て頂ける見通しになっています。これから AAが活動しやすく

なるように（少なくとも活動しにくくはならないように）して

いかなければなりません。どのような内容を託すか AA日本常

任理事会に検討いただいています。 

 なんとかここまでの協力関係を構築できたことに、ほっと胸

をなでおろしています。今後は都道府県や政令指定都市のレベ

ルでもアルコール健康障害対策基本計画づくりが進んでいき

ます。AA メンバーの皆さんにはぜひそうした地元の動きに敏

感になって、AA 活動に必要な情報が計画づくりの場に伝わる

ようにして頂きたいと願っています。 

■最後に 

 他団体へ賛同・後援することについて、AA 日本常任理事会

が慎重な判断をされたことを受け止め、その上で、今回は協力

関係の構築が必要不可欠と判断し、アメリカでの AAワールド

サービス社の活動を参考に、NPO法人（JSO）が活動しました。

法人は物質的な世界で公益的活動を行っています。AAは 12の

伝統に従っていかなければならないことは十分に理解してお

ります。しかしながら AA も社会の中に存在する以上、AA の

霊的な原理と社会の要請の間に相容れない部分が必ず出てき

てしまいます。それは避けられません。そんな場合でも AA が

霊的な純粋さを保ち、同時に社会との関係を築いていけるよう

に、法人が活動する。それが AA の先人たちが残してくれた知

恵でした。私たちは今回 AAが持っていた知恵を活用しました。

新しいことを始めたわけでも、AAを変えたわけでもないこと、

どうかご理解をお願いします。 

 酒を飲んでいるアルコホーリクは他者との関係を断って孤

立していくことが多いものです。酒を止めた後もその傾向は続

くものです。ですが、AA が社会の中で孤立することはあって

はならないし、要求するだけの団体になるのも良くないと思い

ます。アルコホリズムの問題は深刻で膨大ですが、世の中には

この問題に取り組んでいる人たちが AA以外にもたくさんいま

す。その人たちが「一緒に汗を流して欲しい」と声をかけてく

るのを、どうして無視できましょうか。AAとして、12の伝統

の範囲内でもできることはたくさんあります。AA 外部に AA

メンバーをスピーカーとして派遣したり、モデルミーティング

を開催できるでしょう。どうか AAとして関係者とのギブ・ア

ンド・テイクの協力関係を築いて欲しいと願っています。その

中で、12の伝統に照らして判断が難しいことも出てくるでしょ

う。その時には、物質的な事柄を扱っている法人があることを

思い出して頂きたいと存じます。もちろん法人の活動には様々

な制約があり、何でもしてよいわけではありません。AA と法

人は「苦しんでいるアルコール依存症者に回復のメッセージを

運ぶ」という共通の目的を持っており、その範囲内でできるこ

とを行っていくことが最善と考えています。 

 これからも NPO 法人（JSO）の活動に、ご理解、ご支援、

ご協力をお願いします。 
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